
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７日夜、鬼の修正会（追儺祭）が行われました。５００年以上 

続く県指定無形民俗文化財の伝統行事です。午後４時３０分より、 

追儺祭の神事が執り行われました。手に小松明を持った子ども約 

３００名が、神殿前に早くから列を作り、宮司さんが運んでくる灯 

明を待ちます。 

 午後５時、火をもらった子どもたちは、鐘・太鼓の合図により、燃えさかる小松明をかざ

し、社殿を三周しました。小松明の列は、６時過ぎまでつづき例年以上に多くの参加者でし

た。この多くの小松明の燃えさかる炎は、全ての災いを焼き払っているかのように見えまし

た。一人で回している子どもや、家族と一緒に回したりと、さまざまでしたが、１本の小松 

明により、家族の絆がより深く強くなって 

いるように感じました。 

 小松明については、嘉永３年（１８５０ 

年）に、行われたという資料が残されてい 

ます。 
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「小松明」 

〔冬の学びの広場〕を開催 
 松原校区コミュニティ協議会は、初めての試みとして、 

１２月２４、２６、２７日の３日間、松原小校区の子ど 

もを対象に「冬の学びの広場」を熊野区公民館で実施し 

ました。 

 協議会の役員等約２０名の学習ボランティアの指導の 

もと、三日間で、延べ８４名の子ども達が参加しました。午前中は、冬休みの宿

題や一・二学期の復習問題を地域のおじいちゃんやおばあちゃん等と一緒に楽し

く学習ができました。また、午後からは、２６日に手作りのカレーをいただいた

後、サザンクス筑後の出前講座「遊びの広場」、２７日には、非常食を試食の後、

防災についての話を聞き、最後にはみんなで【ビンゴゲーム】をして、楽しく終

わることができました。 

 「わからないところを教えてもらったのでわかりやすかった。」、「冬休みの宿題

が終わったのでうれしかった。」、「地いきの方にやさしく教えてもらってうれし

かった。」、「来年度、あるときは、また参加したい。」などの感想が聞かれました。 

用途地域の変更（拡大）に係る住民説明会の開催のお知らせ 
 筑後市では、今後の人口減少と少子高齢化の進展を見据え、持続可能なまちづくりを目指し、松原地区を

含む４地区に新たに用途地域の指定を検討することとしました。つきましては、下記日程で、松原地区の住

民説明会が開催されますので、ご来場下さい。詳細は、２月号の「広報ちくご」に掲載されています。 

 日時：令和５年２月１７日(金)午後７時から(１時間程度)  場所：熊野区公民館 
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2 月 1 日（水） 熊野デイサービス「豆まき・大正琴演奏会」 熊野区公民館 

 2日(木) 
久富デイサービス 

「節分豆まき・お雛さま作り」 
久富公民館 

8日(水) 役員会 熊野区公民館 

10日(金) 
子育てサロン「節分豆まき～鬼は外、福は内」 

熊野区公民館 
PTA教育講演会 13：00～ 

13日(月) 
正門前あいさつ運動 7：30～ 松原小正門前 

蔵数デイサービス「お雛さま作り」 たけのこ会館 

15日(水) 熊野デイサービス「お雛さま作り」 熊野区公民館 

16日(木) 久富デイサービス「人権講座」 久富公民館 

18日(土) 第 17回ｴﾝｼﾞｮｲ広場「ボールゲーム教室」 松原小体育館 

20日(月) エンジョイ広場・広報委員会 10：30～ ｺﾐｭﾐﾃｨ事務所 

25日(土) 
第 18回ｴﾝｼﾞｮｲ広場 
「昔遊び教室(けん玉、コマ回し等)」 

熊野区公民館 

27日(月) 蔵数デイサービス「マジックショー」 たけのこ会館 

3 月 1 日（水） 
熊野デイサービス 
「梅が枝餅作り・ひな祭り演奏会」 

熊野区公民館 

2日(木) 
久富デイサービス「松原保育園児との交流・ 
ひな祭り・童謡大会」 

久富公民館 

２月の行事予定 

上記は、予定のため、中止や延期、内容等が変更となる場合があります 

 

開所時間：9:30～16:00 

お問い合わせ：☎0942(27)9217 

Fax0942(27)9228 

✉matsubara_com1@muse.ocn.ne.jp 

 

まつばら号 

※月・水：蔵数、熊野コース ※火・金：久富、久富東コース 

２月の開所日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28
 ※　　　は閉所しています

２月の福祉バス運行日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
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「もぐら打ち」 
 松原小の年の初めの伝統行事となった「もぐら打ち」が、今年も１ 

月１３日(金)に実施されました。 

 「もぐら打ち」は、豊作を祈る正月１４日の行事で、田畑を荒らす 

もぐらを追い払う意で、子どもがわらを固くしばった棒で土をたたい 

て回るものです。元気な３年生６８名が、コミュニティ役員さんの指導のもと、真竹や縄で「打

ち棒」をつくり、「１４日のもぐら打ち」と声を上げながらグラウンドを叩いて回りました。最後

は棒の先端を折り、熊野神社の左義長に立てかけ、みんなで記念撮影をして終わりました。 

  翌１４日(土)１６時からは、松原校区コミュニ 

ティ協議会の大きな行事の一つである「左義長」 

が実施されました。 

左義長の詳細は、次号で掲載します。 


